
資料４

文化遺産オンライン構想推進のための
実証実験 概要（案）

平成16年6月7日
総務省



1

平成１6年度実証実験の概要

Ａ 動画等を含めたコンテンツに係る
メタデータの検討・定義

Ｃ コンテンツの二次利用に係る権利処
理に関する検討・実証

Ｃ コンテンツ不正利用の追跡・発見に
関する検討・実証

Ｃ 有料コンテンツ利用時の課金処理等に
関する要件検討・実証

コンテンツ
の検索

コンテンツ
の指定

ユーザ認証
コンテンツの
閲覧

コンテンツ
の公開

コンテンツの
暗号化

コンテンツ
利用許諾条件
の確定

コンテンツホルダ／プロバイダ側 エンドユーザ側

・静止画等のコンテンツに係るメタデー
タの検討・定義

・メタデータの国際標準への対応

・メタデータに基づいて、コンテンツの不
正利用を防止する方式等の検討・実証

・効率的なコンテンツ検索方式の検討・実証

・利用許諾条件に基づく利用制限情報（閲
覧期間、コピー可否等）に適合したコンテン
ツ利用制御の方式に関する検討・実証

15年度

16年度
（案）

１

２

４

３
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平成１6年度実験システム構成

美術館・博物館 エンドユーザプラットフォーム（仲介事業者）

データ
登録端末

データ
登録端末

大規模館システム

小規模館
システム

メタデータ＋サムネイル

大容量コンテンツ
サーバ

課金管理サーバ
（実績、配分等）

ユーザ管理
サーバ

コンテンツ保護サーバ
（暗号、ＤＲＭ、鍵管理等）

メタデータサーバ
ＰＦ窓口サーバ
（誰に何を売ったかを
データベース化）

メタデータ
登録管理
サーバ

文化遺産

センター

素材取得装置

二次利用者

統合メタデータサーバ
（サムネイルも格納）

大容量コンテンツサーバ

大容量コンテンツ
サーバ

コンテンツ

メタデータ

メ
タ
デ
ー
タ
＋
サ
ム
ネ
イ
ル

メタデータ
入力支援ツール

メ
タ
デ
ー
タ
＋

サ
ム
ネ
イ
ル

メ
タ
デ
ー
タ

プラットフォーム

一般ユーザ

ポータルサーバ

ポータルサイト

買い付け

メタデータ

検索
館制御

検索
館制御

取引用
ＰＦ制御

どのＰＦが
どのコンテンツを
所有しているか
データベース

コンテンツ

メタデータ

サムネイル

検索
館制御

サムネイル

メタデータ

コンテンツ

ポータルサーバ

メタデータ

検索

検
索

検索

ディレクトリ検索
サーバ

所在解決サーバ

同一性保証サーバ 利用情報管理サーバ

企画展示サーバ

加工事業者

検索

エージェント
（コンテンツホルダー）
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①動画に係る検索・利用制御・権利保護の実証（１／２）

１．高度なコンテンツ検索方式

ポータルポータル
サイトサイト

エンドユーザーエンドユーザー

動画コンテンツについて、メタデータ内に書かれた作品の属性情報（作者、作成年月日等）に
応じた高度な検索（文化遺産特有の項目による検索、複数パターンのあいまい検索、動画の
シーン検索）の実証

検索条件；（例）寺院が映っているシーン

寺院が映っているシーンのみを抜粋して検索、表示

（例）シーン検索の場合

２．コンテンツ利用制御方式
メタデータ内に書かれた利用制限情報（期間、期限、回数）に応じた利用制限の実証

プラットフォームシステムプラットフォームシステム エンドユーザーエンドユーザー
（例）１ヶ月間視聴可、１０回まで視聴可等

利用制限に基づいたコンテンツの利用
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①動画に係る検索・利用制御・権利保護の実証（２／２）

３．高度な権利保護方式

メタデータ内に書かれた権利保護情報（コンテンツ本体及びサムネイルに関するコピーの可否、印刷の
可否等）に応じた権利保護の実証

プラットフォームシステムプラットフォームシステム エンドユーザーエンドユーザー

（例）保存は可、印刷は不可

権利保護の条件内でのコンテンツの利用
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②コンテンツの二次利用

センターシステムセンターシステム

エンドユーザーエンドユーザー

一括許諾取得

企画展
「狩野派」特集

複数館収蔵コンテンツの連携企画展示の実証

特定のテーマに
基づき検索・収集
（例；狩野派）

ポータルサイトポータルサイト

加工事業者加工事業者

二次利用の一類型として、メタデータを利用した検索を行うことにより、各博物館・美術館に
散在しているコンテンツを、特定のテーマに基づいて館横断的にコンテンツを収集し、企画展
を行う。

Ａ館Ａ館

Ｂ館Ｂ館

Ｃ館Ｃ館 検索条件に応じた
コンテンツを
館横断的に表示

Ｃ館が所有する
「狩野派」関連
コンテンツ

Ｂ館が所有する
「狩野派」関連
コンテンツ

Ａ館が所有する
「狩野派」関連
コンテンツ

文化庁との連携に資するため小規模館でもメタデータを簡単に入力できるソフトウェアも併せて開発することとする。
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③コンテンツに係る課金サービス

擬似的な課金システムの実証

ユーザーに対してコンテンツ利用サービスを提供する事業者を想定し、擬似的な課金処理
を実証する。また、各館への収益配分についてもメタデータに基づき様々な方式（従量制ま
たは、定額制及びその組み合わせ）を実証する

エンドユーザーエンドユーザー
各美術館・博物館等各美術館・博物館等

プラットフォームシステムプラットフォームシステム
（事業者を想定）（事業者を想定）

擬似的に販売

コンテンツを調達

メタデータに基づき、様々な配
分方式に応じて各館への支
払い額を算出

擬似的に支払い
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④コンテンツの安全な閲覧/利用のための実験

コンテンツに透かし等を入れ込むことにより、コンテンツが転々流通し善意の第三者がこ
れを取得した場合において、当該第三者がコンテンツの真正性・利用制限情報を確認で
きるシステムを実証

エンドユーザーエンドユーザー
（許諾取得済）（許諾取得済）

エンドユーザーエンドユーザー

プラットフォームシステムプラットフォームシステム

センターシステムセンターシステム

エンドユーザーエンドユーザー

書籍に掲載された作
品を、デジカメにて撮
影し、問い合わせる

書誌、カタログ

真正性につい
ての確認

コンテンツの販売

コンテンツに透か
し等を埋め込む

真正性・利用
制限情報の問
い合わせ

（何らかの原因による）
コンテンツの転々流通

オンラインの場合オンラインの場合

オフラインの場合オフラインの場合


